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一
に
つ
い
て

予
防
接
種
法
（
昭
和
二
十
三
年
法
律
第
六
十
八
号
）
上
は
、
同
法
の
制
定
当
初
か
ら
、
予
防
接
種
の
実
施
の
際
に
デ
ィ
ス

ポ
ー
ザ
ブ
ル
の
注
射
器
の
使
用
を
禁
止
す
る
旨
の
規
定
は
設
け
ら
れ
て
い
な
い
。

ま
た
、
お
尋
ね
の
検
討
に
つ
い
て
は
、
昭
和
三
十
三
年
に
、
予
防
接
種
実
施
規
則
（
昭
和
三
十
三
年
厚
生
省
令
第
二
十
七

号
。
以
下
「
実
施
規
則
」
と
い
う
。
）
第
三
条
第
二
項
に
お
い
て
、
注
射
針
、
種
痘
針
及
び
乱
刺
針
は
、
被
接
種
者
ご
と
に

取
り
換
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
を
定
め
た
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
同
項
の
規
定
が
ど
の
よ
う
な
経
緯
を
経
て
定
め
ら
れ
た

も
の
で
あ
る
か
に
つ
い
て
は
、
現
在
の
と
こ
ろ
確
認
で
き
て
い
な
い
。

二
に
つ
い
て

お
尋
ね
に
つ
い
て
は
、
昭
和
二
十
五
年
厚
生
省
告
示
第
三
十
九
号
に
よ
り
ツ
ベ
ル
ク
リ
ン
反
応
検
査
心
得
及
び
結
核
予
防

接
種
施
行
心
得
（
昭
和
二
十
四
年
厚
生
省
告
示
第
二
百
三
十
一
号
）
を
改
正
し
、
注
射
針
は
、
注
射
を
受
け
る
者
一
人
ご
と

に
乾
熱
又
は
湿
熱
に
よ
り
消
毒
し
た
針
と
取
り
換
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
と
し
、
そ
の
旨
を
周
知
し
た
と
こ
ろ
で
あ
る

一



が
、
昭
和
四
十
二
年
の
「
結
核
予
防
行
政
提
要
」
の
初
版
の
出
版
の
際
に
、
御
指
摘
の
記
載
が
改
め
ら
れ
な
か
っ
た
理
由
に

つ
い
て
は
、
現
在
の
と
こ
ろ
確
認
で
き
て
い
な
い
。

三
に
つ
い
て

厚
生
労
働
省
に
お
い
て
確
認
し
た
限
り
で
は
、
お
尋
ね
の
よ
う
な
実
態
調
査
が
行
わ
れ
た
こ
と
は
な
い
。

ま
た
、
お
尋
ね
の「
注
射
器
の
連
続
使
用
を
避
け
る
た
め
の
具
体
的
な
対
策
の
検
討
や
、
そ
れ
を
普
及
す
る
た
め
の
検
討
」

に
つ
い
て
は
、
昭
和
六
十
二
年
十
一
月
十
三
日
に
、
世
界
保
健
機
関
か
ら
、
肝
炎
ウ
イ
ル
ス
等
の
感
染
を
防
止
す
る
観
点
か

ら
、
予
防
接
種
の
実
施
に
当
た
っ
て
は
注
射
針
の
み
な
ら
ず
注
射
筒
も
取
り
換
え
る
べ
き
で
あ
る
と
の
意
見
が
出
さ
れ
た
こ

と
を
踏
ま
え
、
「
予
防
接
種
等
の
接
種
器
具
の
取
扱
い
に
つ
い
て
」
（
昭
和
六
十
三
年
一
月
二
十
七
日
健
医
結
発
第
六
号
厚

生
省
保
健
医
療
局
結
核
難
病
感
染
症
課
長
通
知
）
の
発
出
や
実
施
規
則
第
三
条
第
二
項
の
改
正
を
行
い
、
被
接
種
者
ご
と
に

注
射
筒
も
取
り
換
え
る
よ
う
周
知
し
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。

二


